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明らかにする O そして，行政府の役割をもっと活性化するための法的システムを探る D つぎに，立法府および生存権
の実現に関しては，立法府の生存権保障機関としての積極的な性格を明らかにする一方，生存権に関わる立法不作為
の違憲審査訴訟のあり方を探る。そして，最後に，生存権規定が裁判的規範であることを前提として，生存権に関わ
る訴訟に適切な違憲審査・判断基準を検討する。
論文審査の結果の要旨
本論文は， 日本国憲法25条が保障する生存権を，法治国家原理という日本国憲法の基本原理に照らして問題とした
ものである。すなわち，生存権が権利として憲法上保障されているが，それが実際にどのように，またどの程度確保
されているのかを，行政府，立法府，司法府のそれぞれとの関係で分析検討したものである。そして行政府との関係
-55-
では，生存権を保障するために制定されている生活保護法に行政手続上の不備があることを問題とし，立法府との関
係では行政府の裁量を十分統制し健康で文化的な最低限度の生活を確保しえていない点を問題とし，司法府との関係
では司法府が立法裁量を尊重して生存権を必ずしも積極的に保護していない点を問題としている。日本の生存権保障
の現状について，憲法の視点から包括的に分析したもので，半IJ例や学説も丹念にひろい，非常に優れた内容である。
よって，十分博士号授与に値するものと判断した。
